
日本海東北自動車道、国道７号における交通量の推移

①日本海東北自動車道の利用が定着

②あつみ温泉でＧＷ期間中の観光客が増加

③あつみ地区からの救急搬送時間が短縮

④物流ルートの変更による輸送頻度の増加

【開通３ヶ月後】日本海東北自動車道

あつみ温泉IC～鶴岡JCTが
開通して

事業期間 ： 平成９年度～平成２３年度
延 長 ： ２５．８ｋｍ
幅 員 ： １２．０ｍ（暫定２車）

日本海東北自動車道 あつみ温泉ＩＣ～鶴岡ＪＣＴ
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■並行する国道７号の交通量が減少

日本海東北自動車道の交通状況

酒田方面を望む

写真撮影方向交通量観測地点

開通前
国道7号 ：8,800台／日
高 速： － 台／日

開通３ヶ月後
国道7号 ：5,000台／日
高 速：5,700台／日
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①日本海東北自動車道の利用が定着



③あつみ地区からの
救急搬送時間が短縮

【救急搬送の改善】

④物流ルートの変更による
輸送頻度の増加

【物流効率化】
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・あつみ方面から通勤していますが、
５～１０分通勤時間が短縮され、朝の
忙しい時間帯の短縮は有り難い。

（通勤者の声より）
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②あつみ温泉でＧＷ期間中の
観光客が大幅に増加

【観光活性化】

・４月には、例年より多くの団体バスツ
アー客が訪れました。
・酒田方面から訪れる日帰り客も増加
し、飲食店の利用者数が増えました。
（あつみ観光協会ヒアリング結果より）

・日東道は路面の状態が良く、急カー
ブも無いことから、振動による傷病者
の身体的負担が軽減され、搬送中の
救急処置も施しやすくなりました。

（温海分署ヒアリング結果より）

○患者の安定搬送にも貢献

○誘客圏域の拡大等の効果も実感

○ＧＷの観光客が前年比で1.6倍に増加 ○あつみ温泉地区～荘内病院までの
救急搬送ルート変更例

○Ａ社における山形県酒田市～新潟県
村上市の物資輸送ルート変更例

至 村上市

至 酒田市

峠道はカーブ

が多く、危険

を感じていた。

あつみ温泉街において、平成24年4月29日に開催
された花見イベントの状況

あつみ観光協会ブログより

116
96 100 92

146

あつみ温泉GW入込数の推移
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あつみ温泉地区における搬送時間の変化（ヒアリング結果より）

鶴岡西

三瀬

鶴岡

345

61
44

荘内病院

あつみ温泉地区 ７

あつみ温泉

混雑時は搬送

に遅れが生じる

こともあった。

いらがわ

７

新ルート

旧ルート

・山形県酒田市～新潟県村上市の物
資輸送頻度が、一日あたり２回から４
回に増加しました。

（Ａ社ヒアリング結果より）

○輸送頻度の増加

あつみ温泉地区

～荘内病院

約35分

約30分

・日曜、祭日のなど、地元の医院が休
診のとき、早く（鶴岡の）病院に行ける
ので有り難い。 （地元の声より）

○通勤時間が短縮
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